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榎本知郎 ･中野まゆみ ･花本秀子 (東海大 ･医 ･形態)･
松林清明 (京都大 ･霊長研 ･進化モデル)
大空望獅人狼において､和子形成や約兆形態が杓子奴争を含めた繁殖戦略の様相とどのように
関連しているか検討するため､杓子形成と梢鵜形態を比較した｡
ゴリラ (N=11)､チンパンジー (N=11)､オランウータン (N=6)から､オートプシーとバイ
オプシーによって柵兆サンプルを採取した｡これらをフォルマリンで固定､パラフィン包埋､4















丹治 順 ･虫明 元 ･鴨 啓節 (東北大 ･医 ･生体システム生理)
サルに眼球運動と上肢の到達運動を訓練して､手と目の運動調節機構を解析している｡ 課














相揮 寛 (弘前大 ･医)
平成 12年度には､単純な眼球運動反応時間課題遂行下のニホンザル脚橋被蓋核ニューロン
の活動を記録して以下の①-④のタイプを発見分類し､空間的分布を調べた｡
①眼球運動遂行時に発火頻度の増加ないしは減少を示すもの②試行遂行のための注視継続
中に活動するもの③課題のそれぞれ試行において正 しい運動を遂行したとの認識があって､
その結果として報酬のジュースを受け取る時に､或いはさらにその直前から予期的に､発
火頻度の増加を示すもの④各試行において､これから報酬を目的として自発的に課題遂行
しようとして遭遇する試行の最初の事象 (注視点点灯)に反応して､或いは直前から予期
的に､発火頻度を増加させるもの
上記のように､課題の多彩な局面において状況依存的な発火活動を示す細胞群が複数発見さ
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